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木曽町中学３年生、車いす介助の体験 木祖村から御嶽はくさい収穫スタート
　木曽特産のブランド「御嶽はくさい」の収穫
が６月20日より木祖村から始まりました。同村
飯米原にあるハクサイ生産農家・奥谷渚さんの
畑では、４月中旬に苗で植えたハクサイが順調
に育ち、早朝から家族らで初収穫の作業を始め
ました。この日の収穫は400ケース（１ケース
15キロ）で関西の市場へ出荷されました。奥谷
さんは出荷するハクサイについて「品質の良い、
喜んでもらえるハクサイを届けたい」と意気込
みを語りました。もう一つの主産地である開田
高原では26日から収穫が始まりました。

　５月24日　ＪＡでは毎年、木曽町社協と合同
で木曽町中学３年生が授業の一環で取り組む福
祉学習「高齢者疑似体験と車いす体験」を支援
しています。３年生２クラス（計56人）を時間
を区切って１クラスごとに実施しました。車いす
体験はＪＡ木曽介護センターの職員ら４人が指導
し、車いすの仕組みや操作上の注意について説
明しました。生徒は二人一組で操作と乗車を交
互に体験しました。３年生の福祉学習を担当する
秋山三鶴教諭は生徒の福祉体験について「福祉
体験活動を通して人とのふれあいを大切にし、思
いやりを持って接してもらいたい」と話しました。

新品目野菜栽培講習会、２回目開催飼料高騰で価格下げ、６月定例家畜市場
　５月26日　ＪＡでは新たな生産拡大と所得増
加をめざして今年度から「黄なんばん」「ミニ
トマト」「モロッコインゲン」の野菜３品目の栽
培講習会を３月の座学からスタートしました。
２回目の講習会は旧ＪＡ日義支所裏の圃場で29
人が参加して行いました。今回は定植方法につ
いて学び、作物ごとにＪＡ営農技術員から、定
植時期や畝と支柱の立て方などの説明を受け
たあと、定植の仕方を実演して見せました。モ
ロッコインゲンについては播種の仕方を指導し
ました。次回の講習は収穫や出荷を中心に行い
ますが、生育までの管理などについては、技術
員が受講者の畑を巡回して指導していきます。

　６月２日　長野県中央家畜市場（木曽町）で
定例６月市場が開催され、309頭の取引が成立
しました。子牛全体の平均価格は前回４月市場
より93,888円下げて699,329円（税込み）と
なりました。飼料高騰が価格に影響し、子牛の
導入費を抑える動きが出た取引となりました。
５月の九州の市場で平均価格が10万円以上大
きく下げていた中で、同市場でも取引価格の大
幅な下落が懸念されましたが、多くの購買者が
来場し、平均価格は下がったものの、九州市場
の平均価格より10万円ほど高く取引されまし
た。

黄なんばんの苗の植え方を学ぶ参加者黄なんばんの苗の植え方を学ぶ参加者

でこぼこ道を想定しての車いす操作を体験する生徒でこぼこ道を想定しての車いす操作を体験する生徒 御嶽はくさいの収穫をする奥谷さん家族（6/21）御嶽はくさいの収穫をする奥谷さん家族（6/21）

多くの購買者が来場して開催された６月市場多くの購買者が来場して開催された６月市場



女性部だより

皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽企画管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

福島小学校の３年生と５年生が田植え体験
　６月８日　ＪＡは、福島小学校の３年生と５年
生の36人に田植えを指導しました。ＪＡ農事園
芸課の営農技術員５人の指導で近くの組合員農家
から借りた２.５アールの水田にうるち米ともち
米の苗を手で植えました。
　１枚の田んぼを学年ごとに分け、３年生（２組
18人 担任：木下美季教諭）は、和菓子を作るため
にもち米「わたぼうし」の苗を植えました。５年生
（１組18人　担任：中村康太教諭）はうるち米の
「風さやか」と「コシヒカリ」の苗を植えました。
　児童は裸足で田に一列に並び、あらかじめ引い
た目印の線に合わせて苗を２～３本ずつ植えまし

た。児童は「田んぼの土の中は気持ちよかった」
「植えていくうちに楽しくなってきた」などと喜
んでいました。
　両学年クラスの担任は「普段食べている米につ
いて、米を作っている農家の苦労を理解し、感謝
の気持ちを持ってもらいたい」「自分たちで作る
ことや食料を作っている人たちの地域を学び、人
と触れ合うことの大切さを学んでほしい」と話し
ました。
　両学年は総合的な学習の一環としてＪＡが企画
した「米作り体験」に参加し、今秋の稲刈りや脱
穀の作業も体験する予定となっています。

３年２組児童の田植え体験３年２組児童の田植え体験 ５年１組児童の田植え体験５年１組児童の田植え体験

さわやか教室

　５月23日　虹のホールきそで
部員53人が午前と午後の２班
に分かれて寄せ植えを学びまし
た。ＪＡ葬祭フラワーセンター
のスタッフを講師に、植え方や
花の管理などを教わりました。
使った花材はシロツメクサ、ジ
ニア、ヘデラ、イベリス、マー
ガレットの５種類。参加者は、
色合いや高さのバランスを考え
ながら鉢に苗を植え付け、寄せ
植えを完成させました。

「寄せ植え」を学ぶ

　６月18日　昨年好評だった
「簡単スマホ教室」を本所の会
議室棟で開催しました。今年は
課題ごと３回シリーズの予定で
行います。第１回目は文字入力
の方法について文字入力画面の
見方をはじめ、ひらがな入力、
漢字変換などを学びました。ド
コモショップ木曽店のスタッフ
を講師に、一人一人に寄り添っ
て丁寧に教えていただきました。

「簡単スマホ教室」１回目開催
文字入力方法を学ぶ

　６月14日　毎年恒例のほ
う葉餅作りを奈良井公民館で
行い、部員７人とＪＡ北部支
所職員４人が協力して作りま
した。部員それぞれに作業を
分担しながら、和気あいあい
と楽しく過ごし、約400個の
ほう葉餅を作りました。楢川
小中学校３年生が「奈良井探
検」学習で立ち寄り、児童に
ほう葉餅作りの体験をさせる
出来事もありました。

奈良井支部
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　５月27日、第49回通常総代会を日義公民館（木曽町）で行いました。総
代総数507人のうち、書面含め491人が出席しました。令和３年度の事業報
告、長期ビジョン・次期３カ年計画と令和４年度の事業計画、定款変更、役
員選任など７議案を審議し、承認可決しました。また、「農家経営の危機突
破及び食料安全保障確立に向けた緊急決議」を提案し承認しました。
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議長を務められた王滝村の南直さん（左）と議長を務められた王滝村の南直さん（左）と
上松町の今井正博さん（右）上松町の今井正博さん（右）

賛成多数で全７議案が可決しました賛成多数で全７議案が可決しました

役員選任の承認賛否は総代による投票で行われました役員選任の承認賛否は総代による投票で行われました

退任部会長への感謝状を授与された各部会長のみなさん退任部会長への感謝状を授与された各部会長のみなさん

総
代
会
表
彰
式

★
退
任
総
代
へ
の
感
謝
状

　

永
瀬　

恭
雄
（
北
部
支
所
）ほ

か
31
名

★
退
任
地
区
運
営
委
員
へ
の
感
謝
状

　

石
本
幸
一
郎
（
北
部
支
所
）ほ

か
44
名

★
退
任
部
会
長
へ
の
感
謝
状

前
Ｊ
Ａ
木
曽
菌
床
き
の
こ
生
産
部
会
長

　
　

井
口　

英
樹

　

前
Ｊ
Ａ
木
曽
花
卉
生
産
部
会
長

　
　

増
沢　
　

勉

　

前
Ｊ
Ａ
生
産
者
直
売
部
会
長

　
　

狩
戸　

初
代

　

前
Ｊ
Ａ
木
曽
畜
産
生
産
部
会
長

　
　

大
久
保
喜
代
文

　

前
Ｊ
Ａ
野
菜
生
産
部
会
長

　
　

志
水　

敏
春

　

前
Ｊ
Ａ
木
曽
女
性
部
長

　
　

田
上　

仁
美

★
定
年
退
職
者
へ
の
感
謝
状

　
　

可
知　

睦
子

（
敬
称
略
）

今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
意
思
反
映
・
運
営

企
画
に
つ
な
が
る
環
境
を
構
築
し
ま
す
。



農業農業とと協同の力協同の力でで木曽の未来木曽の未来ををささえますささえます
長期構想ビジョン  2030めざす姿

　ＪＡ木曽長期ビジョンは、2019-2021 ３カ年計画において実施した事業拠点再構築計画という
ハード面改革の下、“その効果を最大限発揮するための経営管理、事業運営を改革することにより事
業発展のための投資と組合員還元が行えるＪＡとなり負託に応えていく”というメッセージへステッ
プアップさせてまいります。
　更にその先の10年後のＪＡ木曽のめざす姿を、互いに助け合い協力し合う“協同の力”を発揮した
事業・活動によって、木曽地域や農業が活性化している姿を描いていきます。
　その達成に向けて３カ年計画における経営戦略・戦術を策定し遂行してまいります。

ＪＡ木曽長期ビジョン　2022－2024　３カ年計画

農業の分野 くらしの分野 ＪＡの分野

持続可能な木曽農業の実現 木曽地域における組合員と
ＪＡの役割発揮 持続可能な経営基盤の確立

大規模から小規模のあらゆる農
家層へそれぞれのニーズに合っ
た支援を実施し、経営向上や生
きがいづくりで持続可能な農業
や産地の維持、農業収入の増大
をめざします。

総合事業を通じて組合員や多様
な関係者とともに協同の力でく
らしやすい地域社会の実現をめ
ざします。

地域において農業協同組合とし
て総合サービスを提供できる経
営の健全性を確保し事業発展の
投資と組合員還元が果たせる姿
をめざします。

基　本　目　標

農業所得増大への挑戦 総合事業と協同の力で
くらしやすい地域社会の実現 経営基盤の強化

３カ年で重点的に取り組むテーマ

①販売力強化とコスト削減
②農業生産基盤の維持強化

③ 組合員のメンバーシップ強化
④ 事業成長と事業運営の効率化
による組合員メリットの向上

⑤ 不断の自己改革の実践による
経営基盤の強化
⑥ 自己改革の実践に向けた組合
員の意思反映施策

自己改革工程表

農業者の所得増大・農業生産の拡大 地域の活性化 経営基盤の確立・強化

◎ 病害対策強化による販売拡大
　令和６年度目標：341,400c/s
◎ 新品目野菜の取引の拡大を通
じた売上増加
　令和６年度目標：
 83,000パックc/s
◎予約率向上によるコスト低減
　令和６年度目標：予約率80％

◎ 食と農の体験プランの提案と活動
　令和６年度目標：延べ12回

◎ 販売チャネルの拡大による生
活購買収益増加
　令和６年度目標：
　 ネット注文・定期購入 
 利用者数550人
◎ 総合事業に対応できる職員育
成
　令和６年度目標：
　職員人事制度等の見直し

対話・意思反映

令和４年度計画：
・正組合員との訪問・対話
・地区別懇談会
・運営委員モニター
・女性部員モニター
・組合員の意見はがき
・ 組合員とＪＡ職員の交流活動
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こ
の
度
の
役

員
改
選
に
よ
り

代
表
理
事
専
務

理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
な
分
岐
点
を
迎
え
、
経
営
環

境
は
一
段
と
厳
し
い
情
勢
で
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

浅
学
非
才
な
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
の

未
来
を
築
き
、
組
合
員
や
地
域
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
と
い
う
Ｊ
Ａ
の
基
本
理
念
を
深
く
胸

に
刻
み
、
目
の
前
の
組
合
員
に
向
き
合
い
、
組

合
員
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役

員
改
選
に
伴
い

常
務
理
事
に
就

任
い
た
し
ま
し

た
。

　

木
曽
を
取
り

巻
く
環
境
は
近
年
急
速
に
変
化
し
、
ま
た
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
を
背
景
に
資
金
収
支
の
低
下
が
す

す
む
中
、
総
合
事
業
を
営
む
Ｊ
Ａ
に
は
５
年
先

を
見
据
え
た
経
営
基
盤
強
化
確
立
に
向
け
克
服

す
べ
き
命
題
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
断
の

自
己
改
革
の
実
践
と
中
期
３
カ
年
計
画
を
通

じ
、
山
積
す
る
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ

木
曽
が
今
後
と
も
地
域
農
業
の
振
興
と
地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
役
割
を
発
揮
し
、
組
合
員
利

用
者
の
方
々
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
よ
う
、
若

輩
薄
学
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
意
を
も
っ
て
取

り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役

員
改
選
に
よ
り
、

常
勤
監
事
に
就

任
い
た
し
ま
し

た
。
常
勤
監
事

と
い
う
職
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
監
査
は
公
認
会
計
士
監
査
に
移
行
さ

れ
、
監
事
に
求
め
ら
れ
る
責
務
は
更
に
増
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
監
事
と
し
て
公
正

不
偏
の
態
度
を
保
持
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

態
勢
の
検
証
と
事
業
運
営
の
健
全
性
を
確
保
す

る
た
め
の
監
査
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
員
・
利

用
者
の
皆
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る
様
、
努
力
す

る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

特集②

新
役
員
執
行
体
制

新
役
員
執
行
体
制
がが
決決
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
が
５
月
27
日
の
第
49
回
通
常
総
代
会
で

承
認
さ
れ
、
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
監
事
会
に
お
い
て
Ｊ

Ａ
運
営
の
新
執
行
体
制
を
審
議
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
役

員
改
選
に
お
き

ま
し
て
、
代
表

理
事
組
合
長
２

期
目
を
就
任
す

る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
木
曽
の
農
業
・
Ｊ
Ａ
木
曽
を
取
り
巻

く
環
境
に
は
様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
状

況
下
で
の
再
任
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
、
次
期

３
カ
年
計
画
の
実
践
と
課
題
へ
の
対
応
が
我
々

の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
組
合
員
や

地
域
住
民
の
た
め
に
、
専
心
努
力
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
従
来
に
増
し
て
の
皆
様

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事組合長
田屋　万芳

中村  裕子

原　卓男 代表監事
鎌　亮治

征矢野隆夫 副理事長
志水  敏春

理事長
寺平　暁夫

副理事長
細尾　正

理事長
片田　恵

尾崎  利輝 大畑  哲也

棚垣外  健 新井  光一 原　保弘

久保寺益美 山下  清人 小嶋　正則

理　　　事

監　　　事

総務金融担当理事会

生産経済担当理事会
代表理事専務理事
青木　一孝

常務理事
亀子　宗樹

常勤監事
高樋　昌憲
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Ｊ
Ａ
木
曽
で
は
、
令
和
４
年
度
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
配
置
を
実

施
し
ま
し
た
。「
事
業
拠
点
再
構
築
計
画
」
に
よ
り
、
３
月
よ
り
３
支
所
体

制
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
全
職
員
の
人
員
配
置
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
６
月
14
日
現
在　

令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
木
曽

令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
木
曽    

職
員
人
員
配
置

職
員
人
員
配
置

監
査
室

課
長　
　
　
　
　

木
見
尻
正
幸

係　
　
　
　
　
　

平
杤　

英
幸

企
画
管
理
部

部
長　
　
　
　
　

山
田
み
す
ず

企
画
管
理
部
付

　

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
き
そ
出
向

　
　
　
　
　
　
　

中
澤　

明
男

　

木
曽
地
域
振
興
㈱
出
向

　
　
　
　
　
　
　

村
上　
　

隆

総
合
企
画
課

課
長　
　
　
　
　

山
田
み
す
ず
（
兼
）

係
長　
　
　
　
　

細
尾　

恒
平

総
務
人
事
課

課
長　
　
　
　
　

森　
　

英
知

係
長　
　
　
　
　

井
ノ
上
伸
吾

係　
　
　
　
　
　

越
原　

和
美

事
務
管
理
課

課
長　
　
　
　
　

上
村　
　

明

係
長　
　
　
　
　

太
田　

美
和

係　
　
　
　
　
　

合
戸　

美
里

リ
ス
ク
管
理
課

課
長　
　
　
　
　

山
﨑　

哲
也

考
査
役　
　
　
　

寺
田　

裕
行

審
査
課

課
長　
　
　
　
　

山
﨑　

哲
也
（
兼
）

考
査
役　
　
　
　

寺
田　

裕
行
（
兼
）

組
合
員
課

課
長　
　
　
　
　

蒲
沼　

康
子

係
長　
　
　
　
　

細
尾　

恒
平
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

小
島
み
ず
き

係　
　
　
　
　
　

伊
藤　

忠
明

介
護
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
　

奥
原
菜
保
子

主
任
（
福
祉
用
具
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　

井
口　

久
子

係
（
福
祉
用
具
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

浩
志

係
（
福
祉
用
具
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　

久
保
寺　

敏

係
（
福
祉
用
具
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　

田
口
千
佳
代

係　
　
　
　
　
　

三
上　

育
子

歯
科
診
療
所

医
師
（
院
長
）　

木
下　

信
也

歯
科
衛
生
士　
　

小
林
小
夜
子

係　
　
　
　
　
　

小
林　

君
江

係　
　
　
　
　
　

中
村　

美
香

金
融
共
済
部

部
長　
　
　
　
　

芝
波
田　

豊

融
資
課

課
長　
　
　
　
　

芝
波
田　

豊
（
兼
）

主
任　
　
　
　
　

堀　
　

弘
幸

係　
　
　
　
　
　

若
井
奈
智
代

資
金
運
用
課

課
長　
　
　
　
　

鈴
木　
　

葵

係
長　
　
　
　
　

細
田　

真
輝

係　
　
　
　
　
　

麦
島　

多
恵

係　
　
　
　
　
　

貴
舟　

優
香

係　
　
　
　
　
　

中
島　

尚
美

推
進
企
画
課

課
長　
　
　
　
　

柏
平　

公
次

係
長　
　
　
　
　

倉
本　

彰
吾

共
済
課

課
長　
　
　
　
　

酒
井　

義
弘

係
長　
　
　
　
　

寺
社
下
卓
也

主
任　
　
　
　
　

田
上　

浩
司

係　
　
　
　
　
　

増
澤　

花
澄

係　
　
　
　
　
　

松
原　

明
奈

係　
　
　
　
　
　

吉
澤　

優
哉

係　
　
　
　
　
　

古
畑　

公
男

係　
　
　
　
　
　

安
藤　

文
子

農
業
生
活
部

部
長　
　
　
　
　

松
原　

誠
司

次
長　
　
　
　
　

塚
澤　
　

孝

農
業
生
活
部
付

　

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
き
そ
出
向

　
　

考
査
役　
　

河
口　
　

学

木
曽
郡
農
業
再
生
協
議
会
出
向

　
　
　
　
　
　
　

野
田　

珠
美

農
事
園
芸
課

課
長　
　
　
　
　

田
中　

秀
己

課
長
代
理　
　
　

狩
戸　

公
彦

係　
　
　
　
　
　

柴
山　

芳
之

係
（
営
農
技
術
員
）   

三
尾　
　

恵

係
（
営
農
技
術
員)   

宇
田　
　

晃

係
（
営
農
技
術
員
）   

巣
山　

孝
治

係
（
営
農
技
術
員
）   

大
屋　
　

聡

係
（
営
農
技
術
員
）   

鈴
木　
　

航

係　
　
　
　
　
　

尾
越　

輝
代

き
の
こ
培
養
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

唐
沢　

清
七

畜
産
課

課
長　
　
　
　
　

清
水　

義
和

係
（
畜
産
技
術
員
）   

唐
澤　

春
菜

係
（
畜
産
技
術
員
）   

川
島　

太
陽

係
（
畜
産
技
術
員
）   

小
林　

広
昭

係　
　
　
　
　
　

巣
山
め
ぐ
み

係　
　
　
　
　
　

三
好　

雪
花

畜
産
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

優
子

畜
産
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

小
松　

和
明

和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

宮
下　
　

陸

購
買
経
理
課

課
長　
　
　
　
　

下
畑　
　

明

係　
　
　
　
　
　

栗
屋　

志
穂

係　
　
　
　
　
　

吉
原　

貴
子

施
設
燃
料
課

課
長　
　
　
　
　

赤
羽　

清
吉

係
長　
　
　
　
　

林　
　

陽
一

係　
　
　
　
　
　

越
取　

浩
輝

係　
　
　
　
　
　

大
橋
日
登
美

係　
　
　
　
　
　

千
邑　

達
弥

係　
　
　
　
　
　

上
小
路
達
男

お
ん
た
け
燃
料
セ
ン
タ
ー
（
全
農
出
向
）

セ
ン
タ
ー
長　
　

岡
本　
　

武

係　
　
　
　
　
　

藤
原　

光
子

開
田
高
原
燃
料
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
　

上
村　

一
彦

係　
　
　
　
　
　

松
岡　

和
江



中
央
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
　

山
本　

早
苗

係　
　
　
　
　
　

織
田
さ
と
み

係　
　
　
　
　
　
芝
波
田
今
日
子

北
部
支
所

支
所
長　
　
　
　

巾　
　

和
彦

組
合
員
課

課
長　
　
　
　
　

巾　
　

和
彦
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

島
尻　

一
枝

金
融
共
済
課

課
長　
　
　
　
　

杉
村　
　

誠

主
任
（
貯
金
）　
　

曲
田　

友
理

係
（
貯
金
）　
　
　

瀬
戸
さ
お
り

係
（
貯
金
）　
　
　

中
桐
亜
里
紗

係
（
貯
金
）　
　
　

森　
　

珠
美

係
（
貯
金
）　
　
　

村
地　

友
里

考
査
役
（
融
資
）　

村
井　

賢
一

係
（
融
資
）　
　
　

橋
爪　
　

等

考
査
役
（
渉
外
）　

飯
塚　

淳
子

係
（
渉
外
）　
　
　

邑
上　

隆
之

係
（
渉
外
）　
　
　

児
野　

慧
史

係
（
共
済
）　
　
　

五
月
日
幸
子

小
木
曽
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
　

清
水　

秀
明

係　
　
　
　
　
　

古
瀬　

敏
彦

係　
　
　
　
　
　
五
月
日
由
美
子

中
部
支
所

支
所
長　
　
　
　

大
西　
　

哉

組
合
員
課

課
長　
　
　
　
　

武
居　

直
樹
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

渡
澤　

喜
浩
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

納
土　

健
司
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

塚
澤　

恵
子

係　
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スイカ栽培のポイント

※参考資料・図： 農学基礎セミナー「新版 農業の基礎」 
家の光協会「野菜づくり大百科」（板木利隆著）

　今回は「夏の果物の王様」と呼ばれる果実的野菜スイカの栽培についてご紹介します。
　７月になるため、栽培方法の紹介は定植後の管理から収穫までを重点に説明します。

１．畑づくり（１㎡あたり）
　①植え付け２週間前：堆肥…２㎏、苦土石灰…100ｇ　
　②植え付け１週間前：元肥…50ｇ

２．植え付け
　 　株間は80～100㎝を目安に浅植えにします。大きく広がる
ため狭すぎると病害などの発生要因となります。

３．つる管理（図１）
　　仕立て方は様々ありますが今回は一例として紹介します。
　①図１のように第１子づるは摘除します。
　②本葉が５～６枚程度になったら親づるを摘心します。
　③孫づるは第２雌花まで摘除します。
　④雌花は第２雌花まで摘除
　⑤人工授粉… 第３雌花以降で受粉させ、長卵形の草勢の良いも

のを選びます。授粉日の日付を付けておきましょ
う（図２）。

　⑥ 果実が大きくなるほどに摘果して子づる一本あたり１個にし
ましょう。（小玉スイカなら２個程度）

　　※ 他の整枝方法では子づる４本、果実を２個にする方法もあ
ります。

４．追　肥（図３）
　　追肥（化成肥料）は果実が卵大ほどになったら施肥します。
　　１株あたりに50g（一握り程度）をつる株元周りに施肥します。

５．玉直し
　 　果実が大きくなってきたら、向きを変えて地面側の白い部分を
日に当てます。
　　向きを変える際はヘタが取れないように慎重に行います。

６．収　穫（図４）
　① 果実から伸びている巻きひげが完全に枯れてからが収穫の目安
になりますが、スイカは収穫のタイミングが難しい作物です。

　② しっかりと見極めたい方は人工受粉後の日数または積算温度を
測りましょう。

　・大玉では受粉後45～50日で収穫ができます。
　・小玉では受粉後35～40日で収穫ができます。

図１　つるの整枝図１　つるの整枝

図４　収穫図４　収穫

親づるは、本葉５
～６枚程度で摘芯

第４子づるは残す

第２子づるは
残す

孫づるは第２雌花
まで摘除

親づる

図３　追肥図３　追肥

溝をつくって施し土寄せする

第１子づるは
摘除

第３子づるは
残す

図２　人工授粉図２　人工授粉

おしべ

めしべ



※参考資料：日本農業新聞（ＪＡグループ、全農）

　農作業が本格化し、病害虫防除のための農薬使用が多くなる時期になりました。農薬による事故を未
然に防ぎ、安全な農産物を作るために、以下の点に注意しましょう。

農薬は 周りに配慮し 正しく使用農薬は 周りに配慮し 正しく使用

使用後の洗浄

農薬保管管理の徹底 使用履歴の記録

6月~ 8月 「農薬危害防止運動」 実施中!

■ 農薬の使用前に確認すること
　① 農薬登録番号のある農薬を選びましょ
う。

　②農薬ラベルをよく読みましょう。
　　 作物名、使用量、希釈倍数、使用時
期、収穫前日数、総使用回数、注意事
項、最終有効年月を確認しましょう。

　③ 散布器具の点検を行い、前回使用時の

農林水産省
登録第〇〇〇〇〇号

除草剤

農薬ラベルの確認 周囲の方への配慮

薬液が残っていないか等確認し、使用前に通水し洗浄しましょう。
　④ 生産者同士、住民、他業者と連携をとり、作業スケジュールなど連絡を密に行いましょう。

〇月〇日に
農薬を散布
します!!

わかりました！

保管時は施錠する！

農薬散布では、
自分も守る事が
大切だ！

■農薬の使用時に確認すること
　① 防除衣やマスク、ゴーグル・メガネ、手袋などの保護具を着用しましょう。
　② 散布圃場面積に合わせ、散布液は残らないよう調製しましょう。
　③ 農薬飛散防止のための基本的な施用法を実践しましょう。
　・ 風向きに注意し、風の強い時は散布しないようにしましょう。
　・ 作物の近くから散布し、圃場の縁近くは内側
に向けて散布しましょう。

　④ 育苗箱やセルトレイなどに農薬を使用する際
は、農薬がこぼれないよう注意し、後作への
影響を防止しましょう。

　⑤土壌くん蒸はかならず被覆しましょう。 飛散防止

■農薬の使用後に確認すること
　① 散布器具のタンクやホースに農薬が残らないようによく洗浄し
ましょう。

　②廃液は河川等の水系に流れないよう注意しましょう。
　③水田の農薬使用後、７日間は止水管理を徹底しましょう。
　④ 農薬は鍵のかかる専用保管庫に入れ管理することを徹底しま
しょう。

　⑤ ペットボトル等の移し替えは誤飲の
原因になるのでやめましょう。

　⑥ 圃場、作物ごとに農薬の使用履歴を
都度記録しましょう。

　　 散布日、農薬名（剤型）、散布した
量（使用量・希釈倍数）は必ず記載
しましょう。
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を
満
た
す
タ
ケ
ノ
コ
に
思
い
遣
り
嬉
し
き
糠
も
入
り
お
り

上　

松　

原　
　
　

き
よ
子

開
田
高
原
に
移
り
住
み
て
の
六
十
年
来
世
は
こ
こ
に
生
ま
れ
て
き
た
し

開　

田　

小　

池　
　
　

研

微
か
な
る
豌
豆
の
つ
る
優
劣
の
既
に
つ
き
つ
つ
初
夏
の
陽
に
向
く

新　

開　

池　

井　

十
与
子

我
ら
皆
時
の
旅
人
五
月
雨
が
老
い
し
木
曽
馬
の
背
を
濡
ら
し
ゆ
く

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

芽
吹
く
木
々
色
鮮
や
か
な
新
緑
は
総
て
の
物
に
力
授
け
る

木　

祖　

武　

重　
　
　

慧

息
子
ら
に
食
べ
さ
せ
た
し
と
蕗
と
鰊
の
煮
物
つ
く
れ
ば
香
り
満
つ
な
り

木　

祖　

安　

原　

富
貴
子

陰
性
の
証
明
を
持
ち
帰
省
す
る
楽
し
み
も
ま
た
窮
屈
な
る
世

木　

祖　

田　

上　

二　

枝

台
風
の
被
害
に
た
え
て
立
ち
直
り
見
事
に
咲
き
た
る
石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
の
花

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

夏
木
立
を
縫
ふ
ご
と
走
る
園
児
ら
の
声
の
響
き
て
わ
れ
も
笑
顔
に

兵
庫
県
明
石
市　

小　

田　

和　

子

佳　

作

【
選
評
】
①
体
調
が
心
配
さ
れ
た
お
子
様
が
回
復
し
、
春
の
到
来
と
と
も
に
畑
に
出
て
耕
運
機
を
操
作
し

て
い
る
喜
び
を
詠
う
。
お
子
様
は
世
帯
主
で
も
あ
ろ
う
。

②
田
植
作
業
が
機
械
植
え
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
「
家
族
総
出
」
が
微
笑
ま

し
く
、
田
植
直
後
の
田
圃
に
御
嶽
山
が
逆
さ
に
映
る
景
色
は
美
し
い
。

③
お
孫
さ
ん
と
蕨わ
ら
び

採
り
を
し
、
元
気
を
得
て
い
る
作
者
。
食
べ
る
も
楽
し
み
。

秀　

作

①

健
康
の
戻
り
た
る
子
は
畑
に
出
で
耕
運
機
の
音
高
く
響
か
す

大　

桑　

科　

野　

八　

重

②

風
薫
り
家
族
総
出
に
植
ゑ
た
る
田
逆
さ
御
嶽
早さ

苗な
え

田だ

に
映
る

開　

田　

嶽　

見　

和　

子

③

山
裾
の
野
に
来
て
手
折
る
蕨
あ
ま
た
燥は
し
ゃ

ぐ
孫
ら
に
吾
も
気
負
い
つ

日　

義　

越　

取　

思
正
子

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、７月末日までの到着はがきにて選考いたします。≪９月号掲載作品を募集中です≫］



お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおおお
天天天天天天
気気気気気気
カカカカカ
レレレレレ
ンンンンン
ダダダダダ
ーーー

手
軽
に
健
康

手手手手手手
軽軽軽軽軽軽
にににににに
健健健健健健健
康康康康康康    

手
指
体
操

手手手手手手
指指指指指指
体体体体体体体
操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

首
・
肩
・
背
中
の
柔
軟
性
ア
ッ
プ  

ス
テ
ッ
プ
３

　

首
・
肩
・
背
中
の
柔
軟
性
ア
ッ
プ
の

最
終
回
で
す
。
腰
の
ひ
ね
り
が
加
わ
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
首
・
肩
・
背
中
の
筋

肉
が
伸
び
て
、
正
し
い
姿
勢
を
保
ち
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

筋
肉
の
凝
り
が
日
常
化
す
る
と
、
全

身
が
緊
張
状
態
に
な
り
、
呼
吸
も
浅

く
、
自
律
神
経
も
乱
れ
が
ち
に
。
体
は

全
て
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
首
・

肩
・
背
中
の
柔
軟
性
が
高
ま
る
に
つ
れ

て
全
身
の
巡
り
も
良
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
自
律
神
経
が
整
っ
て
い
く
と
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も
ア
ッ
プ
し
ま

す
。

　

こ
の
一
連
の
体
操
は
座
っ
た
ま
ま
で

も
で
き
ま
す
が
、
ぜ
ひ
立
っ
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
現
代
人
は
座
り
っ
放
し
の

時
間
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
作

業
で
無
理
な
姿
勢
が
続
く
人
に
も
お
勧

め
で
す
。
悪
い
姿
勢
は
さ
ま
ぎ
ま
な
不

調
の
入
り
口
。
前
々
回
の
ス
テ
ッ
プ
１

か
ら
今
回
の
ス
テ
ッ
プ
３
を
毎
日
の
習

慣
に
し
て
、
繰
り
返
し
行
い
ま
し
ょ

う
。

⑴両足を肩幅に開き、背
筋を伸ばして立ちます。
腕をねじるようにして指
を組み、上に伸ばします。
体は前に向けたまま、首だ
けを左右に10回ひねります。

⑵次は首と腰を一緒に同
じ方向にひねります。左
右10回行います。息を吐
きながらひねり、吸いな
がら戻します。

腕を交差させて、首・上半身をひねる

余裕がある人は、この体操をへそから指
３本分下にある「丹田（たんでん）」に
ぐっと力を入れて行いましょう。さらに
効果がアップします。

勢いをつけてひねると筋を痛めることが
あるので、ゆっくりと呼吸に合わせて行
います。

ステップ
アップ

ポイント

基本の動き

気
象
予
報
士　

檜
山　

靖
洋

雷
が
光
っ
て
鳴
る
ま
で
10
秒
、
ま
だ
安
全
？

　

夏
に
夕
立
は
付
き
も
の
で
す
が
、
近

年
は
夕
立
と
い
え
る
よ
う
な
風
情
の
あ

る
降
り
方
で
は
な
く
、
災
害
の
危
険
が

あ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

み
た
い
な
降
り
方
に
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
雨
は
、

発
達
し
た
積
乱
雲
が
も
た
ら
し
ま
す
の

で
、
雷
を
伴
う
こ
と
も
多
く
な
り
ま

す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
雷
が
光
っ
て
か
ら
雷

鳴
が
聞
こ
え
る
ま
で
数
え
て
、「
10
秒

あ
る
か
ら
、
ま
だ
遠
く
て
大
丈
夫
」
な

ど
と
言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

10
秒
あ
れ
ば
、
３
㎞ 
ほ
ど
離
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
積
乱
雲
の
水
平

方
向
へ
の
広
が
り
は
、
数
㎞ 
か
ら
十
数

㎞ 
あ
り
、
雷
鳴
が
聞
こ
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
す
で
に
雷
雲
の
下
に
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
次
の
雷
が
自
分
の
所
に

来
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
雷
が

光
っ
て
か
ら
鳴
る
ま
で
何
秒
あ
っ
て

も
、
雷
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
す
ぐ
に

建
物
の
中
や
、
車
、
バ
ス
、
電
車
の
中

な
ど
に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

1973年横浜市生まれ。
明治大学政治経済学部政治学科を卒業後、印刷会社に就職。
1999年に気象予報士を取得し気象会社へ転職。
2005年からNHKの気象キャスターに。
朝のニュース番組「おはよう日本」の気象情報に出演中。

檜山靖洋　ひやまやすひろ
気象予報士・防災士



　休日にゆっくり相談したいという地域の皆様の
ニーズにお応えして、休日ローン相談会を開催
（毎月第１・３日曜日）いたします。住宅・マイ
カー・教育など、ローンのことなら何でもＪＡに
ご相談ください。
■開催日　７月17日㈰・８月７日㈰
■場　所　ローンセンター
　　　　（中部支所内〈旧 木曽福島支所〉）
■時　間　10時～15時

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ
■「なんでも相談会」開催ご案内

■新盆展示　好評開催中！
　この夏に新盆を迎える皆さま、ご用意はお
済みでしょうか？　
　虹のホールでは盆提灯・新盆ギフトを展示
中です。家紋・家名入り商品のご注文も、ま
だまだ間に合います。　
　展示は7月31日まで、虹のホールとグリー
ンファームきそで（ギフトは虹のホールの
み）行っています。お花・お料理・お供えな
どの配達も承ります。
　新盆のご用意は、安心・便利な虹のホール
へどうぞ！

月 日 場所 時 間
７／19 ㈫

ＪＡ
虹のホール
きそ

９時～17時
７／25 ㈪
７／30 ㈯
８／５ ㈮
８／11 （木・祝）

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、
印鑑をご持参ください。

・７月15日㈮　中部支所（旧木曽福島支所）
・８月18日㈭　南部支所（旧大桑支所）
　相談時間 10時～15時30分

●７月１日㈮開催
【協議事項】
①５月末（第１四半期決算）事業現況について
②木曽地域振興㈱第１四半期決算の状況について
③参与の承認について
④固定資産の取得について
⑤令和３年度ディスクロージャー誌について
⑥大桑燃料センター事業について
⑦職制規程業務分掌表・職務権限表の改正につい
て
⑧ＪＡ役職員通報制度運営要領改訂について
⑨緊急時対応計画（コンティンジェンシープラ
ン）改定について
 ほか
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②組合員の状況について
③役員賠償責任保険の更新について
④顧客属性システム定期確認の結果報告について
⑤経営状況に関する事項の報告について（ＪＡ財
務モニタリング結果）
⑥自主（自店）検査結果について
⑦内部統制報告について
⑧農業生活部・金融・共済各事業報告について
⑨第１四半期余裕金運用状況について
⑩令和４年度第２四半期余裕金運用方針の報告に
ついて
 ほか

理事会だより理事事会だよりり理理事事会だよりり

ＪＡバンク　ＪＡバンク　年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせＪＡバンクＪＡバンク休日ローン相談会休日ローン相談会のお知らせのお知らせ



つばめが初めて巣を作りに来ました。都合上、つばめが初めて巣を作りに来ました。都合上、
どうしても阻止しなければならず、泣く泣くアどうしても阻止しなければならず、泣く泣くア
ルミホイルのへびを置きました。ほんとうにごルミホイルのへびを置きました。ほんとうにご
めんなさい。 （福島：小林さん　56才）めんなさい。 （福島：小林さん　56才）

コロナ禍が少し静かに成って来たかと思いきコロナ禍が少し静かに成って来たかと思いき
や、ロシアのウクライナ侵攻には心が痛みまや、ロシアのウクライナ侵攻には心が痛みま
す。どちらも早く平和に成ってほしいです。す。どちらも早く平和に成ってほしいです。
 （木祖：松原さん　76才） （木祖：松原さん　76才）

タンポポの花が咲き、一面黄色に！美しいがタンポポの花が咲き、一面黄色に！美しいが
これ以上増えるのを恐れ、コツコツと抜く毎これ以上増えるのを恐れ、コツコツと抜く毎
日です。 （開田：中田さん　70才）日です。 （開田：中田さん　70才）

３年位イチゴを作っているけど今年はイチゴを３年位イチゴを作っているけど今年はイチゴを
育てる培養土を買って植え替えたら、イチゴが育てる培養土を買って植え替えたら、イチゴが
大きく、美味しく実りました。大きく、美味しく実りました。
 （大桑：原田さん　56才） （大桑：原田さん　56才）

令和４年５月中にいただいたおたよりから令和４年５月中にいただいたおたよりから

暖かくなったけれども、モグラもアチコチでる。暖かくなったけれども、モグラもアチコチでる。
妻が草刈をしている鼻先…、カチンときた妻は工妻が草刈をしている鼻先…、カチンときた妻は工
夫して掛けたハサミに見事大物がかかった。早速夫して掛けたハサミに見事大物がかかった。早速
トンビにと、畦に置いた所、どこで見ていたのトンビにと、畦に置いた所、どこで見ていたの
か、カラスが「お先に！」とばかりに口にくわえか、カラスが「お先に！」とばかりに口にくわえ
て林の中へ。カラスも子育ての真最中のようだ？て林の中へ。カラスも子育ての真最中のようだ？
 （南木曽：須合さん　年齢不詳） （南木曽：須合さん　年齢不詳）

干し野菜、キノコ、大根、ワラビは作った干し野菜、キノコ、大根、ワラビは作った
事ありますが、玉ネギ作ってみま～す。沢事ありますが、玉ネギ作ってみま～す。沢
山出来そうなので…。山出来そうなので…。
 （南木曽：小幡さん　64才） （南木曽：小幡さん　64才）

おたよりコーナー

2,480円（税込）

もしもの時（地震等の災害）に備えて、一家に一袋ご用意ください。もしもの時（地震等の災害）に備えて、一家に一袋ご用意ください。

７月29日
９月上旬

注文締切日

受渡し予定
豆炭着火には
「テンカ炭」のご使用を
おすすめします。

　≪お問い合わせ・注文≫
　ＪＡ木曽生活センター　☎23－2112



【除草剤】【除草剤】
畑で使える除草剤畑で使える除草剤

ネコソギネコソギ

E粒剤

日産化学日産化学

・根まで徹底除草！・根まで徹底除草！
・約６カ月持続。・約６カ月持続。

・ ・ うすめて使う希釈タイプうすめて使う希釈タイプ

草退治草退治

アースガーデンアースガーデン

・ ・ 食品成分生まれの除草剤食品成分生まれの除草剤
・ジョウロヘッド・ジョウロヘッド

おうちの草コロリおうちの草コロリ

野菜、果樹、庭木、野菜、果樹、庭木、
草花など52作物の草花など52作物の
まわりで使えます。まわりで使えます。
●土壌・ ●土壌・ 
 環境にやさしい 環境にやさしい
 土に落ちると自然物 土に落ちると自然物
の分解。の分解。

11,,780780 円円

660660 円円

760760 円円

紳士紳士
麦わら帽子麦わら帽子

婦人用麦わら帽子婦人用麦わら帽子
（イ草）（イ草）

遮光折り遮光折り
たたみ帽子たたみ帽子

【日よけ帽子】

500㎖22,,400400 円円

970970 円円650g650g

ラウンドアップラウンドアップ
マックスロードマックスロード

11,,010010 円円２ℓ２ℓ

800㎖800㎖1,9811,981円円

エースV粒剤エースV粒剤

・根までも枯らす・根までも枯らす
　約６カ月持続。　約６カ月持続。
・ ・ 振らずにまける散粒ヘッド振らずにまける散粒ヘッド

２ℓ２ℓ980980 円円

●作物まわりの雑草だけ退治●作物まわりの雑草だけ退治
 散布液がかかった雑草だけが枯れま 散布液がかかった雑草だけが枯れま
す。畑のうね間で使える。す。畑のうね間で使える。
●いろいろな作物で使えます●いろいろな作物で使えます

子】子】

（価格は税込みです）

日よけ帽子【日よけ帽子子子】

すす）すす）夏のおすすめ品

７月のお休み：毎週水曜日、31日㈰…棚卸し休業
営業時間：午前8：30～午後5：30　グリーンファームきそ　☎22-3061

子育て中のみなさまにうれしいお知らせです！

会員募集中!!

会員資格

申込方法

ＪＡ木曽管内在住・在勤の妊婦、または３歳
までのお子さまをお持ちのお母さま。

ＪＡ木曽各支所の窓口に設置している所定の
申込書に必要事項をご記入の上、最寄りの窓
口またはお伺いした職員へお渡しください。

【お問い合わせ】ＪＡ木曽 本所金融共済部  こどもくらぶ事務局（電話：0264-22-2782）または支所共済担当者まで

先着
2525名様名様

入会金・年会費無料入会金・年会費無料 募集期間：令和４年８月末まで募集期間：令和４年８月末まで

各種イベントのご案内など
  お得な情報をお届けします！

年に３回、育児雑誌を
無料配布！

会員特典会員特典そのその１１
ＪA木曽公式ＬＩＮＥより、

お得情報ゲット！

会員特典会員特典そのその２２ 会員特典会員特典そのその３３



お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　ゴーヤは夏の緑黄色野菜の一つで、β-カロテ
ンをはじめ各種ビタミン類も豊富に含んでいま
す。β-カロテンは油との相性が良く、炒め物な
どで食べることで効率よく吸収されるので、夏
バテしやすい時期に適した食材と言えます。苦
味が苦手な場合は塩もみをしたり、熱湯でさっ
と湯がくと苦味が和らぐといわれています。

一口メモ

ゴーヤ…………1/2本
高野豆腐………２枚
片栗粉…………適量
揚げ油…………適量
サラダ油………少々

① 高野豆腐はパッケージ通りに戻します。
②  ゴーヤは縦半分に切って綿と種を取り除き、５㎜厚さにスライスし
ます。

③ フライパンにⒶを入れ、混ぜ合わせます。
④ ①を６～８等分に切り、軽く水気を絞り、全体に片栗粉をまぶします。
⑤ 揚げ油を170℃程度に熱し、④を揚げます。
⑥ フライパンにサラダ油少々を熱し、②を炒めます。
⑦ ③を火にかけ、フツフツとしてきたら⑤と⑥を加え炒め合わせます。

みなさまのお声をお聞きするみなさまのお声をお聞きする
取り組みを充実させます取り組みを充実させます

①ハガキによる投稿
　 左記ハガキにＪＡへのご意見等をご記入いた
だき、切り取ってポストへご投函ください。
※ 従来通り、お近くのＪＡ窓口やＡ・コープきそ店
備え付けの応募箱もご利用いただけます。

②ホームページ投稿フォームを活用した投稿
　 ＪＡ木曽ホームページの「声を聴くフォー
ム」よりご意見をご投稿ください。
　 クイズの応募も当ホームページからできます。

ＪＡ木曽
  公式ＬＩＮＥ

ご意見・ご要望の投稿方法を増やしました

　ＪＡ木曽公式ＬＩＮＥより広報誌をスマホや
タブレットでご覧いただけます。
　右記のＱＲコードを読み込ん
で、ぜひＪＡ木曽のＬＩＮＥをご
登録ください。お得な情報など配
信させていただきます。

LＩＮＥで広報誌「JAきそ」がLＩＮＥで広報誌「JAきそ」が
ご覧いただけますご覧いただけます

　┌ トマトケチャップ…大さじ２
　　酢……………………大さじ２

Ⓐ　砂糖…………………小さじ２| しょうゆ……………小さじ１　　水……………………小さじ２
　└ ごま油………………小さじ１

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○）

正組合員
（家族含む）

准組合員
（家族含む） その他

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

き り と り 線



□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2022.７月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱ 環境に優しい再生紙と

ベジタブルインキを使用しています。

　今回は木祖村で６月20日から始まりました木曽特産「御嶽はく
さい」の収穫で、箱に詰める前の畑からの問題です。左右の写真を
比べると、３ヵ所の間違いがあります。挑戦して下さい。クイズの
解答を募集します。

　右下のハガキを点線で切り取り、必要事項をご記入
の上、郵送またはＪＡ木曽本支所窓口へお持ちいただ
くか、Ａ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しく
ださい。ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　８月１日㈪ 必着

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

『
①
・
⑤
・
⑥
』

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

★
当
選
者
の
発
表
は
、
賞

品
の
お
届
け
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

６月号の答え

　正解者の中から抽選で10名の方に
アース製薬
お部屋スッキーリ
消臭芳香剤ソープコレクション
「ソープ＆ミュゲの香り」又は
「ソープ＆リリー」（500ml）１本
をプレゼント。

今月のプレゼント

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

に

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和６年５月
31日まで
（切手不要）
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